
平成 27年（2015年）12月 18日 

 

 
 1 

OPEC総会後に急落した原油価格 

原油価格が急落している（第 1 図）。WTI（期近物）は 11 月中、1 バレル＝40 ド

ル台前半で軟調に推移した。12 月に入り、4 日の石油輸出国機構（OPEC）総会で減

産が見送られるとともに、声明で生産目標（日量 3,000 万バレル）への言及がなかっ

たことから、供給過剰懸念が一段と強まり、7 日の WTI は前週末比▲2.32 ドルの同

37.65ドルと 2009年 2月以来の安値に急落した。11日には国際エネルギー機関（IEA）

が月報で「供給過剰は 2016 年末まで続く」との見方を示したことを受けて、WTI は

同 35.62ドルとさらに値を下げた。足元では同 35ドル近辺で推移している。 

今年も OPEC 総会後に原油価格が急落するという、昨年と同じ展開になったが、今

年は減産見送りが広く予想されていたにもかかわらず原油価格は急落した。これは、

生産目標が事実上棚上げされたことで、OPEC として原油安に対応しない姿勢がより

鮮明となり、供給過剰の解消に時間を要すると市場が認識したためとみられる。 

生産目標が棚上げされた背景には、①ロシア等非 OPEC 諸国との協調減産なら受け

入れるとするサウジアラビアと、OPEC 単独での減産を主張するベネズエラなど、加

盟国間の主張に大きな違いがあったこと、②今年に入り OPEC の生産量は目標を大き

く上回って推移しており（第 2図）、いわば形骸化した目標に言及するのは実態に沿

わないこと、があったとみられる。 

OPEC の生産量は過去と比べても高い水準にあるが、来年以降さらにイラン増産分

が加わる可能性が一段と高くなっている。12 月 15日、国際原子力機関（IAEA）はイ

ラン核開発疑惑解明の終了を盛り込んだ決議案を全会一致で採択し、制裁解除に向け

て前進した。制裁解除後のイランの原油増産を市場は既に織り込み済みとみられるが、

今後、制裁解除の時期が具体化した際には、原油価格をもう一段押し下げることもあ

り得よう。 
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第1図：原油価格（WTI期近物）の推移

2014/11/27

OPEC総会で

減産見送り

2015/12/4

OPEC総会で

生産目標棚上げ

2015/7/14

イラン核協議最終合意

0

20

40

60

80

100

120

140

20

22

24

26

28

30

32

34

36

02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15

（百万バレル／日）

（資料）IEA資料、Bloombergより三菱東京UFJ銀行経済調査室作成

（年）

OPEC生産目標

（左目盛）

第2図：OPECの生産量と原油価格の推移
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照会先：三菱東京 UFJ 銀行 経済調査室  竹島  慎吾 shingo_takeshima@mufg.jp 

                    篠原 令子 reiko_shinohara@mufg.jp 
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